
令和3年4月号 令和3年4月号
67

令
和
３
年
度 

当
初
予
算

◇
寄
居
町
一
般
会
計
予
算

◇
寄
居
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
寄
居
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

◇
寄
居
町
公
設
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

◇
寄
居
町
水
道
事
業
会
計
予
算

◇
寄
居
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

説
明 

詳
細
は
本
誌(

２
、３
頁)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

令
和
２
年
度 

補
正
予
算

◇
寄
居
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)(

第
６
号)

◇
寄
居
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

◇
寄
居
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

令
和
３
年
度 

補
正
予
算

◇
寄
居
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

５
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

説
明 

補
正
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

◇
寄
居
町
一
般
会
計
補
正
予
算(

専
決
第
４
号)

説
明 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務

に
係
る
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
の
承

議会レポート
3 月 議 会

　町議会第1回定例会(3月議会)が､3月1日
から3月25日までの25日間の会期で開か
れ､令和3年度一般会計予算案など27件の
議案審議が行われました｡

議会事務局（ 581・2121内線341）

認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

原
案
ど
お
り
承
認

人
事
案
件

◇
寄
居
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

説
明 

任
期
満
了
に
伴
い
、
伴
場
力
さ
ん(

牟
礼)
を
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
た
も
の
で
す
。

◇
寄
居
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

説
明 

任
期
満
了
に
伴
い
、
関
根
光
男
さ
ん
（
本
町
）
を

新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
た
も
の
で
す
。

２
議
案
と
も
原
案
に
同
意

条
例
等
の
制
定
・
一
部
改
正

◇
寄
居
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
寄
居
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▶３月議会で可決された会計別補正予算（単位：千円）
○令和2年度

区分 補正前の額 補 正 額 総　額
一般会計 15,709,835 △32,993 15,676,842
国民健康保険特別会計 3,729,022 △1,448 3,727,574

下水道
事業会計

収益的収入 605,585 3,532 609,117
収益的支出 595,986 3,312 599,298
資本的収入 330,099 376 330,475
資本的支出 469,641 △5,893 463,748

○令和3年度
区分 補正前の額 補 正 額 総　額

一般会計 11,163,441 248,354 11,411,795

説
明 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
に
向
け
、
犯
罪
被
害
者
等
の
た
め
の
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
寄
居
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◇
寄
居
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◇
寄
居
町
民
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

説
明 

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
を
町
民
文
化
の
振

興
、
福
祉
増
進
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用

で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ル
と
公
民
館
を
分
離
す
る

も
の
で
す
。

◇
寄
居
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
寄
居
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
寄
居
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◇
寄
居
町
簡
易
水
道
事
業
を
寄
居
町
水
道
事
業

に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

１０
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

そ
の
他
の
議
案

◇
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
寄
居
町
農
産
物
加
工
施
設
）

説
明 

令
和
３
年
３
月
末
で
指
定
管
理
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
３
月
３１
日
ま
で

「
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
引
き
続
き
指
定
す
る

も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

◇
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

３
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

あ
り
が
と
う
善
意
の
寄
附

　
次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
善
意
に
感
謝
し
、
ご
報
告
し
ま
す
。

【
保
育
所
等
の
絵
本
の
充
実
の
た
め
】

▼
図
書
カ
ー
ド(

５
万
５
０
０
０
円
相
当)

＝
寄
居
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
会
長　
清
水　
ふ
み
子 

様

【
社
会
福
祉
の
た
め
】

▼
金
３
万
円

＝
大
字
桜
沢　
坂
本　
ト
ク 

様

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
】

▼
消
毒
ス
タ
ン
ド
15
台

＝
株
式
会
社
荻
野
製
作
所　

　
代
表
取
締
役　
荻
野　
千
之 

様

▼
マ
ス
ク
１
７
３
１
枚

＝
大
字
赤
浜　
小
林　
知
代 

様

▼
金
10
万
円

＝
匿
名

【
町
の
文
化
振
興
の
た
め
】

▼
書
籍
５
冊

＝
東
京
都
文
京
区　
戸
矢　
学 

様

▼
書
籍
等
８４
冊

＝
東
京
都
新
宿
区　
押
田　
茂
實 

様

【
学
校
教
育
の
た
め
】

▼
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
18
本

＝ 

建
設
埼
玉
寄
居
地
区
本
部　
青
年
部

　
部
長　
寺
島　
暢
宏 

様

▼
子
供
用
玩
具
８０
個

＝
深
谷
市　
河
田　
幸
男 

様

▼
啓
発
冊
子
２
０
０
冊

＝
大
里
郡
市
歯
科
医
師
会 

様

【
交
通
安
全
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
】

▼ 

学
童
用
横
断
旗
２
０
０
本
お
よ
び
保
護
者
用 

横
断
旗
５０
本

＝ 

ふ
か
や
農
業
協
同
組
合　

 

代
表
理
事
組
合
長　
原　
浩 

様

＝ 

一
般
財
団
法
人　
埼
玉
県
農
協
福
祉
事
業
団 

理
事
長　
坂
本　
富
男 

様

４月から
　役場の組織が一部変わりました！
　役場組織の見直しを行い､4月から次のとおり課の名称や担
当する業務等が変わりました｡

総合政策課( 581･2121内線463)

3月まで

健康福祉課
庁舎1階　社会福祉班、介護保険･高齢者福祉班

庁舎2階　保健指導班

4月から

福祉課 庁舎1階　社会福祉班、介護保険･高齢者福祉班

健康づくり課 庁舎2階　保健指導班、新型コロナ対策班

福祉課の業務
障害者福祉に関すること､高齢者福祉に関すること､生活保護
に関すること､介護保険に関すること等

健康づくり課の業務
各種健(検)診に関すること､予防接種に関すること､新型コロ
ナウイルス感染症対策に関すること等

課の名称等に変更のあった部署

階 

段

展示スペース

福祉課

健康
づくり課

　
３
月
３１
日
付
け
で
、轟
和
男
教
育
長
が
、任
期

満
了
に
よ
り
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　

轟
氏
は
、平
成
２６
年
１２
月
か
ら
花
輪
町
長
の

も
と
で
教
育
長
と
し
て「
真
の
学
ぶ
力
を
身
に
つ

け
た　

未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
」を
基
本
理
念

と
し
、教
育
施
策
の
充
実
強
化
を
推
進
さ
れ
ま
し

た
。轟
氏
は
こ
の
基
本
理
念
の
基
に
、学
校
教
育
の

充
実
、家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活
動
、多

様
な
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、寄
居
町
教
育
行
政
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に「
道
徳
の
ま
ち・寄
居
」を
掲
げ
、道
徳
講

演
会・実
践
発
表
会
を
実
施
す
る
な
ど
、子
ど
も

た
ち
を
学
校
と
地
域
で
支
援
す
る
、心
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
体
制
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
月
１
日
付
け
で
、関
根
光
男
教
育
長
が
就
任

し
ま
し
た
。

　
関
根
氏
は
、昭
和
６１
年
度
に
秩
父
市
立
秩
父
第

二
中
学
校
の
教
諭
と
な
り
、平
成
１８
年
度
か
ら
は

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
兼
所

員
と
し
て
教
育
行
政
の
推
進
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
２２
年
度
に
熊
谷
市
立
玉
井
中
学
校
の
教

頭
と
し
て
教
育
現
場
へ
戻
り
、平
成
２５
年
度
か
ら

深
谷
市
立
明
戸
中
学
校
長
を
務
め
た
後
、平
成
２７

年
度
か
ら
は
寄
居
町
教
育
委
員
会
指
導
班
主
席

指
導
主
事
、町
立
男
衾
小
学
校
長
を
歴
任
し
、令

和
元
年
度
か
ら
２
年
間
、町
立
城
南
中
学
校
長
を

務
め
、定
年
退
職
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
経
験
を
生
か
し
、町
教
育

行
政
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

関
根 

光
男 

教
育
長　

就
任

轟　

和
男 

教
育
長　

勇
退

行政インフォメーション  information 行政インフォメーション  information


